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２
月
15
日
（
日
）、
大
阪
国

際
児
童
文
学
館
と
大
阪
府
立
図

書
館
を
考
え
る
集
い
が
大
阪
市

中
央
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
８
万
６
千
筆

以
上
の
署
名
や
、
府
議
会
の
請

願
採
択
（
全
会
一
致
）
な
ど
で

示
さ
れ
た
多
数
の
反
対
意
見
に

も
関
わ
ら
ず
、
橋
下
知
事
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
大
阪
国
際

児
童
文
学
館
の
府
立
中
央
図
書

館
へ
の
統
合
を
食
い
止
め
、
一

方
で
市
場
化
テ
ス
ト
に
よ
る
民

営
化
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

府
立
図
書
館
に
つ
い
て
、
同
テ

ス
ト
導
入
の
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
対
抗
策
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者

数
は
約
２
５
０
人

で
、
茨
城
県
や
岡
山

県
、
新
潟
県
な
ど
遠

方
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

　

前
半
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
児
童
文

学
研
究
者
の
鳥
越
信

さ
ん
を
は
じ
め
、
日

本
図
書
館
協
会
の
塩

見
昇
理
事
長
や
大
阪

ら
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
文
学
館
の
「
産
み
の

親
」
で
も
あ
る
鳥
越
さ
ん
は
、

児
童
文
学
館
設
立
の
経
緯
や
図

書
館
と
は
異
な
る
機
能
・
役
割

を
説
明
さ
れ
、
現
地
存
続
を
強

く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

移
転
・
統
合
へ
の
対
抗
策
と
し

て
、
す
べ
て
の
寄
贈
者
が
資
料

の
返
還
を
求
め
て
ゆ
く
こ
と
を

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

児
童
文
学
館
が
有
す
る
資
料
の

内
、
約
７
割
が
寄
贈
資
料
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
返
還

さ
れ
る
と
移
転
資
料
が
激
減

し
、
現
在
の
移
転
計
画
が
成
り

立
た
な
く
な
る
た
め
で
す
（
知

事
は
要
求
が
あ
れ
ば
返
還
す
る

と
発
言
し
て
い
ま
す
）。

　

塩
見
理
事
長
は
、
図
書
館
の

基
本
的
な
役
割
や
機
能
を
説
明

さ
れ
た
上
で
、
大
阪
府
が
現
在

公
共
図
書
館
協
会
の
西
村
一
夫

会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
複
数
の

施
設
で
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の

集
約
化
や
、
図
書
館
民
営
化
の

問
題
点
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
の
よ
う
な
施
設
の
運
営

方
法
を
経
済
的
な
観
点
だ
け
で

判
断
す
る
と
、
後
世
に
禍
根
を

残
す
こ
と
に
な
る
、
日
本
図
書

館
協
会
と
し
て
も
、
大
阪
府
に

対
し
て
市
場
化
テ
ス
ト
の
問
題

を
指
摘
し
て
い
き
た
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

松
原
市
民
図
書
館
の
館
長
で

も
あ
る
西
村
会
長
は
、
市
町
村

立
図
書
館
の
立
場
か
ら
、
府
立

図
書
館
の
民
営
化
に
対
す
る
危

惧
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
府
立
図
書
館
が
有
す

る
市
町
村
立
図
書
館
へ
の
支
援

機
能
（
協
力
貸
出
・
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
、
図
書
館
間
の
調
整
、
研

修
な
ど
）
が
維
持
さ
れ
る
保
障

が
無
い
こ
と
か
ら
、
市
町
村
立

図
書
館
で
も
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

招
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
有
効

な
手
立
て
を
講
じ
る
の
は
難
し

い
と
し
つ
つ
も
、
大
阪
の
図
書

館
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
い

っ
た
、「
大
阪
版
こ
れ
か
ら
の

図
書
館
像
」
を
提
示
し
て
い
く

こ
と
が
一
つ
の
方
策
に
な
る
と

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
特
別
報
告
で
は
、
図

書
館
問
題
研
究
会
の
西
村
彩
枝

子
さ
ん
が
、
図
書
館
業
務
の
委

託
等
が
進
ん
で
い
る
東
京
都
の

状
況
に
つ
い
て
、「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
・
職
員
の
非
正
規

雇
用
」
が
広
が
っ
て
い
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
、
児
童
文
学
館
職
員
や
府
立

図
書
館
職
員
の
ほ
か
、
児
童
文

学
館
を
育
て
る
会
や
博
物
館
、

学
校
図
書
館
の
関
係
者
な
ど
、

多
く
の
方
が
発
言
さ
れ
、
非
常

に
熱
気
の
籠
っ
た
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
い
の
最
後
に
は
、
国
際
児

童
文
学
館
の
現
地
存
続
を
求

め
、
府
立
図
書
館
の
市
場
化
テ

ス
ト
導
入
に
反
対
す
る
ア
ピ
ー

ル
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
当

面
す
る
２
月
府
議
会
に
向
け
て

運
動
を
す
す
め
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

シンポジウムの様子

経過報告をする日置将之さん
（中央図書館分会）　　　　　

　

２
月
８
日
、
府
職
労
第
45

回
卓
球
大
会
を
新
別
館
南
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

個
人
戦
を
要
望
す
る
声
が
多

く
あ
り
、
団
体
戦
と
あ
わ
せ

て
行
い
ま
し
た
。

　

朝
10
時
か
ら
夕
方
４
時
半

ま
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
昨
年
に
引
き
続
き

健
福
公
衛
研
Ａ
チ
ー
ム
で
し

た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

優勝は昨年度に続き
健福公衛研Ａチーム

府職労
第45回
卓球大会

児
童
文
学
館 

現
地
で
存
続
を

府立図書館の市場化テスト反対
す
。
当
局
の
計
画
は
、
そ
の
最

大
の
ピ
ー
ク
時
に
、
い
き
な
り

民
間
業
者
に
対
応
を
丸
投
げ

し
、
税
務
職
員
を
削
減
す
る
と

い
う
無
責
任
で
乱
暴
な
計
画
で

す
。

　

こ
の
計
画
で
重
大
な
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
の
が
納
税
者
の
個

人
情
報
で
す
。
自
動
車
税
の
照

会
に
回
答
す
る
た
め
に
は
、
受

託
し
た
民
間
業
者
が
自
動
車
を

所
有
す
る
全
府
民
の
住
所
や
氏

名
、
自
動
車
登
録
情
報
、
納
税

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る

必
要
が
あ
り
、
大
阪
府
は
そ
れ

ら
の
情
報
を
毎
日
民
間
業
者
に

提
供
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
全

税
目
に
拡
大
す
る
22
年
度
に

は
、
所
得
や
不
動
産
取
得
な
ど

の
情
報
も
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

当
局
は
契
約
で
守
秘
義
務
を

明
記
す
る
か
ら
問
題
な
い
と
し

　

大
阪
府
当
局
は
、「
大
阪
版

市
場
化
テ
ス
ト
」
と
称
し
て
、

今
年
５
月
に
自
動
車
税
の
完
納

照
会
や
各
種
問
合
せ
に
回
答
す

る
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
民

間
委
託
で
設
置
、
８
月
か
ら
は

納
税
催
告
も
行
わ
せ
、
22
年
度

に
は
そ
れ
を
全
税
目
に
拡
大
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
５
月

に
、
２
３
０
万
台
を
超
え
る
自

動
車
の
所
有
者
に
対
し
て
一
斉

に
納
税
通
知
書
が
発
送
さ
れ
、

そ
の
問
合
せ
も
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。
府
税
事
務
所
で
は
担
当

課
で
は
対
応
し
き
れ
ず
他
課
の

応
援
で
対
応
し
て
い
る
現
状
で

て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報
が
法

外
な
値
段
で
裏
取
引
さ
れ
る
昨

今
、
そ
の
流
出
や
目
的
外
使
用

の
危
険
性
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
場
所
も
民
間
事
業

者
の
自
由
で
あ
り
、
結
局
、
個

人
情
報
の
管
理
は
民
間
事
業
者

任
せ
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
情
報
流
出
に
よ

る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
賠
償
責
任
や

契
約
解
除
だ
け
で
刑
事
責
任
も

な
く
、
府
民
の
被
る
損
害
が
回

復
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
は
低

賃
金
の
派
遣
労
働
者
に
よ
っ
て

担
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
民
間
委

託
さ
れ
た
３
自
動
車
税
事
務
所

分
室
は
、
７
割
以
上
が
派
遣
労

働
者
で
す
。
効
率
化
の
名
の
下

に
派
遣
労
働
者
の
使
い
捨
て
を

行
政
が
先
導
す
る
許
し
が
た
い

計
画
で
す
。

　

税
金
は
、
そ
の
地
域
で
暮
ら

す
住
民
の
生
活
を
支
え
る
財
源

だ
か
ら
こ
そ
、
使
い
方
も
集
め

方
も
、
公
正
・
公
平
で
主
権
者

で
あ
る
納
税
者
の
権
利
が
守
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
府

職
労
は
、
闘
争
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
の
事
実
を
府
民
に
知
ら

せ
、
納
税
者
の
権
利
を
守
る
府

民
的
共
同
闘
争
の
発
展
へ
全
力

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

大阪版市場化テスト

府
税
業
務
を
民
間
に
丸
投
げ

納
税
者
個
人
情
報
が
重
大
な
危
機
に

短時間で40件の相談が
雇用･営業･くらし･医療街頭相談会

国民大運動大阪実行委員会
　

２
月
22
日
、
な
ん
ば
高
島
屋

前
で
、
大
阪
労
連
、
新
婦
人
、

大
生
連
、
民
青
、
共
産
党
、
民

法
協
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
参
加
し
て
、「
雇
用
・
営

業
・
く
ら
し
・
医
療
街
頭
相
談

会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
切
り
に
あ
っ
た
人
、
争

議
中
の
人
、
営
業
相
談
、
生
活

保
護
相
談
な
ど
２
時
間
と
短
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
40
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
法
律
相
談
」
に
参
加
し
た

梅
田
章
二
弁
護
士
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

　

「
街
頭
は
さ
す
が
に
冷
た

と
に
か
く
２
時
間
寒
さ
に
耐
え

よ
う
と
決
意
。

　

し
か
し
、
そ
う
で
も
な
さ
そ

う
。
医
療
や
生
活
保
護
な
ど
各

分
野
の
専
門
家
を
配
置
。
私
は

法
律
・
労
働
相
談
の
担
当
。
私

へ
の
相
談
は
３
人
も
あ
っ
た
。

多
重
債
務
、
家
賃
不
払
い
で
カ

ギ
を
変
え
ら
れ
家
に
入
れ
な
い

と
い
う
相
談
。

　

こ
の
よ
う
な
相
談
は
普
通
の

相
談
の
範
疇
だ
が
、
も
う
一

人
、
若
い
女
性
派
遣
社
員
の
相

談
。『
派
遣
社
員
で
も
労
働
組

合
に
入
れ
ま
す
か
。
労
働
組
合

っ
て
何
で
す
か
』
と
い
う
相

談
。
こ
れ
に
は
び
っ
く
り
。
た

ぶ
ん
こ
の
人
は
、
今
後
地
域
労

組
の
活
動
に
入
っ
て
い
く
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
、
こ
の
よ
う
な
人

と
遭
遇
す
る
街
頭
こ
そ
『
主
戦

場
』
か
。
参
加
し
て
よ
か
っ

た
、
と
明
る
い
気
分
で
帰
り
ま

し
た
」

　

未
曾
有
の
不
況
の
中
、「
反
貧

困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
阪
実
行
委

員
会
」
が
、３
月
21
～
22
日
に
、

大
阪
市
役
所
南
側
中
之
島
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
を
中
心
に
、
テ
ン
ト

を
張
っ
て
、
生
活
・
労
働
・
借
金

・
住
ま
い
な
ど
に
関
わ
る「
春
の

大
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
06―

６

３
６
１―

１
１
４
３
ま
で
。

本
の
紹
介

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
ノ
宮
美
成
さ
ん
＋
グ
ル
ー

プ
・
21
の
渾
身
の
力
作
！
講
談
社
出
版
。

「
タ
レ
ン
ト
独
裁
知
事
が
狙
っ
て
い
る
の
は
何

だ
？
」
な
ど
、
核
心
に
せ
ま
る
今
必
読
の
書
で
す
。

定価（税込）：1,680円

い
。
し
か
も
場
所
は

な
ん
ば
の
高
島
屋

前
。
多
く
の
人
が
行

き
か
う
中
で
相
談
者

が
あ
ろ
う
は
ず
が
な

い
。
困
っ
た
人
は
多

く
い
る
は
ず
だ
が
、

人
前
で
相
談
す
る
な

ど
恥
ず
か
し
く
て
で

き
な
い
と
い
う
の
が

人
情
か
。
宣
伝
カ
ー

の
上
で
は
ガ
ン
ガ
ン

演
説
し
て
い
る
し
、

こ
れ
は
街
頭
相
談
に

か
こ
つ
け
た
宣
伝
行

動
か
、
と
納
得
し
て

非
常
勤
職
員
の
ク
ビ
切
り
撤
回
に

全
力
を
あ
げ
よ
う

　

２
月
25
日
、
大
阪
労
連
・
大

教
組
・
府
障
教
共
催
の
「
非
常

勤
職
員
３
５
０
人
の
ク
ビ
切
り

を
撤
回
せ
よ
！
２
・
25
決
起
集

会
」
が
エ
ル
大
阪
南
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
府
職
労
か

ら
も
10
名
が
参
加
し
、
集
会
後

は
デ
モ
行
進
で
意
気
高
く
府
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。　

　

府
高
教
の
筆
保
委
員
長
は

「
請
願
署
名
が
３
万
を
超
え
、

こ
の
間
の
運
動
が
全
教
職
員
、

保
護
者
、
生
徒
も
含
む
学
校
ぐ

る
み
の
と
り
く
み
と
な
り
、
広

範
な
労
働
者
・
府
民
か
ら
も
共

感
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ビ

切
り
撤
回
に
向
け
て
最
後
の
最

後
ま
で
た
た
か
い
に
全
力
を
あ

げ
よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

非常勤職員350人のクビ切りを撤回せよ�
２･25決起集会　　

10年後には府民はいない
⁉

橋下府政１年を振り
返って投稿

　それ（職員攻
撃）は、朝礼事

件から始まった
。

　「朝礼で超過
勤務手当を出せ

というのなら、
タバ

コや私語も賃金
カット」という

ことで喫煙所を
廃止

し、喫煙者はや
むなく歩道で吸

っている。

　国より上乗せ
の労働条件は、

無くせとばかり
に、

午前・午後15分
ずつの休息時間

がなくなり、病
気休

暇・休職が国並
みに改悪された

。給与は毎月約
３万

円減額され、ボ
ーナスも太田知

事時代に続き４
％カ

ット、退職金は
当分の間５％削

減となった。

　知事を批判す
るようなことを

言えば、「嫌な
ら辞

めたら」。関西
州は決まってい

ないと指摘すれ
ば、

「政策的なこと
は、部長になっ

てから言え」と
ばか

りに高圧的に反
論を封じ込めよ

うとする。

　最近では府庁
舎を、大阪市で

破綻したWTC
に移

転しようと、ヤ
ッキになってい

る。なんのため
？誰

のため？それは
関西財界のため

である。決して
府民

のためではない
。なぜなら10年

後、府民はいな
いの

だから。大阪府
は10年後には解

体すると言って
いる

のが何よりの証
拠である。�

（一読者）

　

09
年
度
大
阪
府
当
初
予
算

案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
編

成
方
針
で
は
、
福
祉
や
医

療
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
府

民
施
策
を
切
捨
て
る
「
財
政

再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）」

を
着
実
に
実
施
す
る
一
方

で
、
産
業
基
盤
整
備
な
ど
ム

ダ
な
公
共
事
業
の
実
施
を
重

点
と
す
る
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

・
大
阪
」
の
具
体
化
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
３
兆

３
９
１
億
円
で
前
年
度
に
比

べ
１
、
１
４
５
億
円
（
３
・

９
％
）
増
と
な
り
、
特
別
会

計
の
総
額
は
１
兆
１
、
７
７

６
億
円
で
前
年
度
に
比
べ
５

４
５
億
円
（
４
・
４
％
）
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
は

８
、
５
８
６
億
円
と
12
・
３

％
の
賃
金
カ
ッ
ト
（
５
０
５

億
円
）
な
ど
に
よ
り
前
年
度

に
比
べ
２
１
５
億
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）
に
よ
る
府
民
施
策
関

係
の
切
捨
て
で
は
、
乳
幼
児

や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
四
医

療
費
助
成
制
度
は
単
価
の
５

０
０
円
か
ら
８
０
０
円
へ
の

引
き
上
げ
で
５
・
５
億
円
、

私
学
助
成
の
削
減
で
48
・
９

億
円
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響

楽
団
へ
の
補
助
金
削
減
で
２

・
８
億
円
、
教
務
事
務
補
助

員
の
解
雇
や
非
常
勤
講
師
の

報
酬
引
き
下
げ
で
17
・
７
億

円
な
ど
削
減
さ
れ
、
一
般
施

策
経
費
で
は
３
２
１
億
円
の

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
第
二
京
阪

道
路
事
業
に
２
１
８
億
円
、

阪
神
高
速
大
和
川
線
に
１
５

４
億
円
、
水
と
緑
の
健
康
都

市
に
82
億
円
、
槙
尾
川
ダ
ム

建
設
に
11
億
円
な
ど
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
見
直
し
せ
ず

に
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
阪
府
庁
舎
を
大
阪
市

南
港
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
に
移
転
す
る

た
め
１
０
５
億
円
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
金
融
危
機
に
伴

う
不
況
の
も
と
で
府
民
生
活

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
時

に
、
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
府
民
施
策
切
り
捨
て
を

行
っ
て
ま
で
こ
の
よ
う
な
不

用
・
不
急
な
大
型
開
発
に
巨

額
の
予
算
を
つ
ぎ
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

09
年
度
予
算
は
、
府
民
に

厳
し
く
、
財
界
に
忠
実
な
橋

下
知
事
の
本
質
を
示
す
も
の

で
す
。「
大
規
模
開
発
は
中

止
・
凍
結
し
て
、
府
民
生
活

を
守
れ
」「
府
庁
舎
の
Ｗ
Ｔ

Ｃ
移
転
反
対
」「
大
阪
維
新

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
撤
回
」

の
大
き
な
府
民
世
論
を
起
こ

し
ま
し
ょ
う
。

大型開発見直さず
府民生活悪化に拍車かける

09
年
度
大
阪
府
予
算

団体成績発表
優　勝　健福公衛研Ａチーム
　　　　（河合･田上･広澤･土井･坂下･中野）
準優勝　府税Ａチーム
　　　　（山上･中川･大前･二木･西野･中上）
３　位　健福公衛研Ｂチーム
　　　　（杉原･山中･柿本･中田･森･木村）
３　位　府税Ｂチーム
　　　　（田中･木原･山本･福井･青野･奥西･山田）

個人成績発表
優　勝　田上　貴臣（公衆衛生研究所）
準優勝　森　　治代（公衆衛生研究所）
３　位　西野　　誠（泉北府税）
３　位　中野　　修（急性期総合医療）

知事としての責務を追及（昨年の団体交渉）

大阪国際児童文学館と大阪府立図書館を考える集い


